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長寿社会文化協会

▼

定
時
総
会
を
開
催

│
│
前
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
減

▼

全
国
の
Ｗ
Ａ
Ｃ
ポ
イ
ン
ト
36
拠
点
の
活
動
一
覧

▼
コ
ミ
カ
フ
ェ
研
修
に
オ
ン
ラ
イ
ン
導
入

▼

品
川
区
料
理
教
室
を
再
開

▼

千
葉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
も
利
用
者
戻
る
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Ｗ
Ａ
Ｃ
が
創
設
さ
れ
て
、
何
と
35
周
年
を
迎
え
る
と
は
信
じ

が
た
い
快
挙
で
す
。

私
は
５
代
目
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
が
、
偶
然
に
も
歴
代
会

長
と
個
人
的
に
親
し
く
し
て
お
り
ま
し
た
。

歴
代
会
長
と
個
人
的
な
付
き
合
い

初
代
会
長
の
下
河
辺
淳
さ
ん
と
は
調
査
研
究
関
係
で
、
２
代

目
会
長
の
一
番
ヶ
瀬
康
子
さ
ん
と
は
社
会
福
祉
学
会
で
、
３
代

目
会
長
の
長
谷
川
和
夫
さ
ん
と
は
認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
東

京
セ
ン
タ
ー
で
、
４
代
目
会
長
の
藤
井
威
さ
ん
と
は
社
会
保
険

リ
サ
ー
チ
関
係
で
、
比
較
的
身
近
な
関
係
で
し
た
。

「
ネ
ー
ム
・
ド
ロ
ッ
ピ
ン
グ
（nam

e-dropping
）」、
つ
ま
り

有
名
人
と
の
知
り
合
い
を
ひ
け
ら
か
す
こ
と
と
は
無
縁
で
す
。

し
か
も
、
私
が
10
年
以
上
も
理
事
長
と
し
て
勤
務
し
て
い
た

社
会
福
祉
法
人
浴
風
会
の
関
係
で
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
長
谷
川
、
藤
井
両
氏
が
体
調
不
良
の
際
に
は
、
私
ど
も
の

浴
風
会
病
院
を
お
世
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
駆
的
な
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
活
動

Ｗ
Ａ
Ｃ
の
活
動
に
関
し
て
は
、
元
理
事
長
の
須
藤
康
夫
氏
か

ら
詳
し
く
伺
っ
て
い
ま
し
た
。

公
益
法
人
と
し
て
歴
代
事
務
局
長
を
中
心
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
な
ど
の
先
駆
的
活
動
の
他
、
地
道
な
健
康
生
き
が
い
活

動
を
立
派
に
維
持
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
改
め
て
敬
意
を
表
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
、
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
で
現
状
維
持
の
活
動
を
続
け
て
こ

ら
れ
た
こ
と
は
、
皆
様
方
の
努
力
の
賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。
現

在
、
コ
ロ
ナ
禍
も
ま
だ
先
が
見
通
せ
ま
せ
ん
が
、
ポ
ス
ト
・
コ

ロ
ナ
時
代
を
迎
え
れ
ば
、
Ｗ
Ａ
Ｃ
が
目
指
す
な
豊
か
な
展
開
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

地
域
共
生
社
会
を
目
指
し
て

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
や
健
康
・
生
き
が
い
開
発
財
団
な
ど
と

の
連
携
を
模
索
し
つ
つ
、
21
世
紀
の
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
一
層
の
飛
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ど
う
か
、
Ｗ
Ａ
Ｃ
会
員
の
皆
様
も
本
法
人
の
存
在
理
由
（
レ

ゾ
ン
・
デ
ー
ト
ル
）
を
再
認
識
し
、
多
様
な
活
動
を
再
開
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。

小
生
も
フ
レ
イ
ル
対
策
に
全
力
を
尽
く
し
、
皆
様
と
共
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

WAC35周年に寄せて
「レゾン・デートル」を
再認識

京極髙宣
長寿社会文化協会 会長
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公
益
社
団
法
人
・
長
寿
社
会
文
化
協
会
（
Ｗ

Ａ
Ｃ
）
は
、
６
月
23
日
（
木
曜
）
の
午
後
２
時

か
ら
東
京
都
港
区
の
日
本
女
子
会
館
内
の
Ｗ
Ａ

Ｃ
本
部
会
議
室
で
定
時
総
会
を
開
い
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
昨
年
の
前
回
総
会
同
様

に
議
決
権
行
使
書
等
に
よ
る
書
面
決
議
を
併
用

す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
旨
を
６
月
６
日
に
会

員
に
通
知
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
当
日
の
本
人
出
席
者
は
14
人
に

止
ま
っ
た
。
議
決
権
行
使
書
に
よ
っ
て
出
席
と

み
な
さ
れ
る
会
員
が
47
人
。
合
計
61
人
の
出
席

者
と
な
っ
た
。

﹁
35
周
年
を
迎
え
た
﹂
と
京
極
理
事
長

総
会
は
、
京
極
髙
宣
会
長
の
開
会
挨
拶
で
始

ま
っ
た
。

「
Ｗ
Ａ
Ｃ
は
来
年
35
周
年
を
迎
え
ま
す
。
長
年
、

地
域
福
祉
の
支
援
活
動
を
続
け
、
多
く
の
成
果

を
生
ん
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
な
か
で
も
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
が
全
国
に
広
が
っ
た
の
は
、

そ
の
代
表
例
だ
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
充
実

し
た
活
動
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
た
。

次
い
で
、
小
林
里
美
事
務
局
長
・
常
務
理
事

か
ら
「
現
在
の
議
決
権
を
有
す
る
正
会
員
総
数

は
97
人
で
す
。
こ
の
う
ち
14
人
の
会
場
出
席
者

を
含
め
出
席
者
は
61
人
で
過
半
数
を
超
え
て
い

ま
す
。
定
款
第
18
条
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
総

会
は
成
立
し
て
い
ま
す
」
と
報
告
が
あ
っ
た
。

定
款
第
17
条
の
規
定
に
よ
り
、
総
会
の
議
長

を
選
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
理
事
長
の
升
田

事
業
収
支
は
マ
イ
ナ
ス
に

事
業
収
支
は
マ
イ
ナ
ス
に

コロ
ナ
禍
で
収
入
減
が
響
く

コロ
ナ
禍
で
収
入
減
が
響
く

忠
昭
さ
ん
を
推
薦
す
る
声
が
上
が
っ
た
。
賛
成

多
数
に
よ
り
升
田
さ
ん
が
議
長
と
な
り
、
議
案

の
討
議
に
入
っ
た
。
第
１
号
議
案
、
第
２
号
議

案
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
業
務
執
行

理
事
（
常
務
理
事
）
が
説
明
し
た
。

第
１
号
議
案

２
０
２
１
年
度
事
業
報
告

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
な
か
、
公
益
事

業
と
収
益
事
業
の
双
方
と
も
事
業
実
施
に
あ
た

り
感
染
予
防
に
努
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
や
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
等
の
新
た
な
情
報
技
術
を
駆
使
し
て
取
り
組

み
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
度
末
の
個
人
会
員
は
８
０
１
人

で
す
。
内
訳
は
、
正
会
員
が
１
０
３
人
、
賛
助

会
員
が
５
３
７
人
、
配
偶
者
会
員
が
１
６
１
人
。

前
年
度
よ
り
個
人
会
員
は
１
３
４
人
減
少
し
、

減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

法
人
・
団
体
会
員
は
１
社
が
入
会
し
、
２
社

が
退
会
し
、
合
計
15
社
と
な
り
ま
し
た
。
内
訳

は
、
法
人
賛
助
会
員
が
11
社
、
団
体
賛
助
会
員

が
４
社
で
す
。

21
年
度
の
収
支
実
績
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

事
業
中
止
な
ど
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
。
と
り

わ
け
収
益
事
業
を
中
心
に
予
算
を
下
回
っ
た
結

果
、
収
入
は
１
億
５
７
１
３
万
円
と
前
年
度

比
２
９
５
３
万
円
減
と
な
り
ま
し
た
。
支
出

の
方
は
１
億
５
７
５
４
万
円
で
、
前
年
度
比

１
５
８
１
万
円
減
で
し
た
。

こ
の
結
果
、
全
体
の
収
支
は
マ
イ
ナ
ス
40
万

３
３
３
３
円
と
な
り
ま
し
た
。

WAC定時総会

総会は WAC 本部の会議誌室で開いた

［
公
益
事
業
１
］

千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ（
ふ
れ
プ
ラ
）

は
、
第
４
期
の
指
定
管
理
事
業
者
と
し
て
最
終

年
度
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
緊
急
事
態
宣
言
や

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
適
用
さ
れ
た
た
め
、

利
用
者
数
、
利
用
料
収
入
は
共
に
伸
び
悩
み
各

８
万
９
５
６
２
人
、
１
６
８
８
万
７
１
７
０
円

で
し
た
。

そ
の
中
で
、
専
門
職
研
修
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン

研
修
の
定
着
化
、
そ
れ
に
介
護
予
防
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
の
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
活
用
に
よ
る
研

修
な
ど
新
た
な
試
み
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

第
５
期
指
定
管
理
者
の
応
募
申
請
を
９
月
に

行
い
、
12
月
の
千
葉
県
議
会
で
指
定
管
理
者
と

し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
第
三
者
評
価
事
業
は
、
受

託
件
数
が
53
件
と
な
り
、
５
年
連
続
で
50
件
以

上
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、
高
齢
者
福

祉
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
短
期
入
所
介
護
、

通
所
介
護
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
居
宅
介
護
支

援
、
訪
問
介
護
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
）
が
46
件
、

障
害
者
福
祉
（
障
害
者
支
援
施
設
、
児
童
発
達

支
援
）
が
２
件
、
子
ど
も
家
庭
（
保
育
園
、
母

子
生
活
支
援
）
が
５
件
で
し
た
。

機
関
誌
の
「
ふ
れ
あ
い
ね
っ
と
」
は
、

２
８
２
号
、
２
８
３
号
、
２
８
４
号
と
し
て
３

回
発
行
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
12
ペ
ー
ジ
で
各

１
５
０
０
部
を
会
員
と
関
係
各
所
に
配
布
し
ま

し
た
。

［
公
益
事
業
２
］

港
区
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
就
業
支
援
セ
ン
タ

ー
「
み
な
と
*
し
ご
と
55
」
は
、
２
０
２
１
年

度
が
事
業
活
動
の
最
後
の
年
度
に
な
り
ま
し
た
。

東
京
都
と
港
区
か
ら
の
委
託
事
業
で
し
た
が
、

２
０
２
０
年
度
末
に
閉
館
が
決
定
し
、
通
常
の

就
職
支
援
事
業
と
並
行
し
て
閉
館
に
向
け
た
作
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業
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
目
標

数
字
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
求
職
者
は

８
６
３
人
（
目
標
は
１
２
０
０
人
）、
求
人
開

拓
延
べ
人
数
は
３
１
１
３
人
（
同
２
５
０
０

人
）、
紹
介
件
数
は
３
２
２
人
（
同
３
０
０
人
）、

就
職
者
99
人
（
同
２
３
０
人
）
と
な
り
ま
し
た
。

［
公
益
事
業
３
］

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
開
設
講
座
を
千
葉
県

と
埼
玉
県
、
東
京
都
の
３
カ
所
で
行
い
、
延
べ

４
６
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

千
葉
市
で
は
９
月
か
ら
、
千
葉
県
福
祉
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
の
出
張
一
般
県
民
研
修
と
し
て
全

９
回
を
実
施
し
ま
し
た
。
10
月
か
ら
は
、
公
益

財
団
法
人
い
き
い
き
埼
玉
に
運
営
協
力
す
る
講

座
を
埼
玉
県
県
民
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
（
伊
奈

町
）
で
全
15
回
行
い
ま
し
た
。
１
月
か
ら
３
月

は
、
東
京
都
の
府
中
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
と

共
催
す
る
全
９
回
の
講
座
で
し
た
。

［
収
益
事
業
１
］

高
齢
者
福
祉
関
係
人
材
育
成
事
業
は
、
自
治

体
な
ど
か
ら
受
託
し
て
い
ま
す
。
上
半
期
前
半

は
入
札
が
不
調
で
し
た
が
、
８
月
に
入
り
、
東

京
都
の
足
立
区
、
新
宿
区
、
江
東
区
２
件
と
入

札
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
介
護
の
入

門
研
修
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
研
修
な
ど
の
高
齢
者
福
祉
関
連
の
人
材
育
成

を
実
施
し
ま
し
た
。

［
収
益
事
業
２
］

高
齢
者
・
認
知
症
疑
似
体
験
事
業
は
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
、
東
京
都
台
東
区
の
小
中
学
校

の
体
験
学
習
委
託
が
中
止
と
な
る
な
ど
貸
出
事

業
が
低
調
で
し
た
。
つ
く
し
君
の
貸
出
２
件
は

和
歌
山
県
と
台
東
区
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
合
計

97
人
の
小
学
生
が
体
験
し
ま
し
た
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
個
別
研
修
は
、
現
地

出
張
で
の
対
応
の
た
め
昨
年
度
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
受
講
生
数

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
研
修
と
合
わ
せ
て
体
験

者
数
は
、
高
齢
者
１
９
９
人
、
認
知
症
77
人
、

計
２
７
６
人
で
す
。

［
収
益
事
業
３
］

高
齢
者
の
介
護
予
防
事
業
と
し
て
、
東
京
都

品
川
区
か
ら
２
０
１
３
年
よ
り
委
託
を
受
け
て

い
ま
す
。
Ｗ
Ａ
Ｃ
ポ
イ
ン
ト
の
「
Ｗ
Ａ
Ｃ
さ
し

す
せ
そ
」
と
運
営
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
２
年
連
続
中
止
に
な
り
ま
し

た
。
２
０
２
２
年
度
の
再
開
に
向
け
て
コ
ロ
ナ

禍
で
も
可
能
な
実
施
方
法
を
区
と
協
議
し
た
結

果
、
再
開
し
ま
し
た
。

【
監
事
報
告
】

前
田
宏
興
監
事
よ
り
、
５
月
25
日
に
鈴
木
誠

監
事
と
行
っ
た
監
査
の
報
告
が
あ
っ
た
。
監
査

の
方
法
お
よ
び
結
果
に
つ
い
て
の
説
明
と
と
も

に
、
２
０
２
１
年
４
月
１
日
か
ら
２
０
２
２
年

３
月
31
日
ま
で
の
事
業
年
度
の
理
事
の
職
務
の

執
行
が
適
切
で
あ
っ
た
旨
報
告
さ
れ
た
。

次
い
で
、
升
田
議
長
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍
で
大

変
な
中
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。第
１
号
議
案
に
質
問
は
あ
り
ま
す
か
」

と
の
問
い
に
、
浅
川
澄
一
理
事
が
挙
手
し
「
収

益
事
業
３
の
品
川
区
の
受
託
事
業
は
中
止
に
な

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
60
万
円
の
収
入
が
計
上

さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
」
と
質
問
し
た
。

こ
れ
に
対
し
小
林
事
務
局
長
が
「
品
川
区
と

契
約
書
を
交
わ
し
準
備
し
て
い
た
が
、
区
の
都

合
で
再
開
延
期
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
再
開
に
向

け
た
会
議
も
数
回
重
ね
た
。
そ
れ
ら
に
か
か
わ

る
費
用
で
す
」
と
答
え
た
。

升
田
議
長
が
第
１
号
議
案
に
つ
い
て
賛
成
者

の
挙
手
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
会
場
出
席
者

14
人
、
議
決
権
行
使
者
47
人
の
合
計
61
人
が
賛

成
し
、
過
半
数
を
超
え
て
い
る
た
め
、
第
１
号

議
案
は
承
認
可
決
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案

２
０
２
２
年
度
事
業
計
画

２
０
２
２
年
度
は
Ｗ
Ａ
Ｃ
設
立
34
周
年
に
当

た
り
ま
す
。
35
周
年
を
意
識
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
歴
史
を
振
り
返
り
つ
つ
Ｗ
Ａ
Ｃ
の
現
在
と
未

来
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
て
参
り
ま
す
。

特
筆
す
べ
き
は
、
日
本
財
団
の
助
成
に
よ

る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
等
、
地
域
共
生
社

会
の
た
め
の
活
動
の
担
い
手
育
成
」
事
業
で
す
。

2
0
1
3
、２
０
１
４
年
度
の
福
祉
医
療
機
構

（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）
に
よ
る
助
成
事
業
「
全
国
的
・
広

域
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
支
援
事
業
」
以
来
と

な
る
助
成
事
業
と
な
り
ま
す
。
東
北
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
セ
ン
タ
ー
と
近
畿
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ

ー
と
と
も
に
実
施
の
予
定
で
す
。

千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理

事
業
は
第
５
期
の
１
年
目
で
す
。
港
区
ア
ク
テ

ィ
ブ
シ
ニ
ア
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
「
み
な
と
＊

し
ご
と
55
」
は
前
年
度
末
に
終
了
し
、「
公
益

事
業
２
」
は
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

会
員
拡
大
は
本
協
会
の
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

新
規
会
員
獲
得
、
既
存
会
員
の
継
続
に
向
け
て

会
報
誌
等
を
通
じ
て
会
員
に
役
立
つ
情
報
提
供

を
す
る
な
ど
魅
力
あ
る
Ｗ
Ａ
Ｃ
と
な
る
よ
う
に

努
力
を
続
け
ま
す
。

［
公
益
事
業
１
］

千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
は
、

２
０
０
６
年
の
開
所
以
来
、「
県
民
に
愛
さ
れ

る
施
設
を
目
指
す
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
16
年
間
、

高
齢
者
福
祉
の
増
進
に
努
め
、
年
間
利
用
者
数

20
万
人
を
超
え
る
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

前
年
度
に
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
続

く
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、
感
染
防
止
策
を
徹
底

し
つ
つ
県
民
研
修
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
規
模
縮

小
等
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン

の
活
用
拡
大
を
図
り
、
全
県
へ
の
発
信
を
強
化

い
た
し
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
は
、
東
京

総会に滋賀県草津市から ZOOM で
出席した理事の高倉幸次さん

総会で賛成の挙手をする出席者たち
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5
（単位：千円）

都
が
本
格
実
施
し
た
２
０
０
３
年
に
Ｗ
Ａ
Ｃ
は

評
価
機
関
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
内

容
が
改
定
さ
れ
つ
つ
も
広
が
り
を
見
せ
、
近
年

は
多
様
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
対
応
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｗ
Ａ
Ｃ
は
そ
れ
ら
の
変
化
に
順
応
し
て
可

能
な
サ
ー
ビ
ス
種
別
を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
か
ら
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
評
価

方
法
に
オ
ン
ラ
イ
ン
が
加
わ
る
な
ど
大
き
な
変

化
が
あ
り
ま
し
た
が
、
訓
練
を
重
ね
て
対
応
し

ま
し
た
。

２
０
２
２
年
度
の
評
価
件
数
の
目
標
は
30
件

（
収
入
１
１
５
０
万
円
）、
利
用
者
調
査
等
の
目

標
は
５
件
（
収
入
１
５
０
万
円
）
で
す
。

会
員
と
本
部
を
つ
な
ぐ
情
報
誌
「
ふ
れ
あ
い

ね
っ
と
」
は
、
年
４
回
の
発
行
を
目
指
し
、
広

報
活
動
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

［
公
益
事
業
２
］

港
区
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
就
業
支
援
セ
ン
タ

ー
「
み
な
と
＊
し
ご
と
55
」
が
閉
館
と
な
っ
た

た
め
、
無
料
職
業
紹
介
所
を
同
セ
ン
タ
ー
か
ら

Ｗ
Ａ
Ｃ
本
部
事
務
局
に
移
転
し
て
事
業
を
継
続

し
ま
す
。

本
部
事
務
局
で
の
就
労
支
援
に
向
け
て
事
業

構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。
自
治
体
委
託
の
就
労

支
援
、
就
職
相
談
会
の
受
注
と
高
齢
者
の
生
き

が
い
就
労
の
た
め
の
相
談
事
業
を
目
指
し
ま
す
。

［
公
益
事
業
３
］

自
治
体
関
連
と
の
連
携
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
カ
フ
ェ
開
設
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
い
き
い

き
埼
玉
と
連
携
し
た
講
座
は
３
年
目
と
な
り
ま

す
。
自
治
体
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
講
座
の
企

画
・
運
営
、
講
師
派
遣
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
日
本
財
団
の
助
成
に
よ
る
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
等
、
地
域
共
生
社
会
の
た
め
の

活
動
の
担
い
手
育
成
」
事
業
を
Ｗ
Ａ
Ｃ
ポ
イ
ン

ト
や
協
力
団
体
と
連
携
し
て
実
施
し
ま
す
。

［
収
益
事
業
１
］

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
研
修
や
介
護
の
入
門
研

修
な
ど
高
齢
者
福
祉
関
係
の
人
材
育
成
事
業
を

行
い
ま
す
。
東
京
し
ご
と
財
団
か
ら
の
委
託
研

修
を
は
じ
め
、
東
京
都
新
宿
区
な
ど
自
治
体
委

託
研
修
、
そ
れ
に
Ｗ
Ａ
Ｃ
主
催
の
千
葉
県
県
民

研
修
な
ど
で
す
。

［
収
益
事
業
２
］

高
齢
者
疑
似
体
験
事
業
と
認
知
症
疑
似
体
験

事
業
は
、
Ｗ
Ａ
Ｃ
の
強
み
で
あ
る
質
の
高
い
研

修
の
提
供
を
継
続
的
に
行
い
ま
す
。
機
器
の
貸

出
・
販
売
と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
経
由
が
多
い

の
で
、
新
た
な
顧
客
の
開
拓
を
目
指
し
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

［
収
益
事
業
３
］

東
京
都
品
川
区
か
ら
の
介
護
予
防
委
託
事
業

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
一
昨
年
２
月
か
ら
中
止

総会終了後に出席者と職員が一堂に会した。前列左から、前田宏興、鷹野義量、 
服部万里子、京極髙宣、升田忠昭、小林里美（ＰＣ高倉幸次）、小町純一。後列左から、
昆布山良則、若林麻衣、早福千鶴、妻鹿由美子、平野陽子、濵洋子、浅川澄一 さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
再
開
し
ま

す
。
規
模
は
縮
小
さ
れ
ま
す
が
、「
わ
く
わ
く

ク
ッ
キ
ン
グ
」
か

ら
再
開
が
決
定
、

外
出
習
慣
化
事
業

「
食
事
処
」
が
次

に
続
く
予
定
で
す
。

升
田
忠
昭
議
長

が
出
席
会
員
に
質

問
を
求
め
た
が
、

な
か
っ
た
。
裁
決

に
入
り
、
第
２
号

議
案
を
異
議
な
く

承
認
可
決
し
た
。

以
上
で
、
定
時

総
会
の
議
案
審
議

は
す
べ
て
終
了
し
、

議
長
は
閉
会
を
宣

言
し
た
。

2021年度収支実績

事業名
収入 支出 収支差

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ①−④ ②−⑤ 参考

収入予算 収入実績 達成率 支出予算 支出実績 消化率 収支予算 収支実績 2020 年度
収支実績

事
業

公１

千葉県指定管理 82,725 82,416 100% 82,725 80,600 97% 0 1,816 -2,392 

福祉サービス第三者評価事業 15,000 17,705 118% 20,415 21,504 105% -5,415 -3,799 1,074 

ふれあいねっと 0 0 0% 3,500 3,884 111% -3,500 -3,884 -1,755 

小計 97,725 100,121 102% 106,640 105,988 99% -8,915 -5,867 -3,073 

公２ 港区アクティブシニア
（みなと＊しごと55） 25,033 25,569 102% 25,033 25,569 102% 0 0 0 

公３ コミュニティカフェ事業 1,500 1,612 107% 1,500 1,415 94% 0 197 -27

公益事業合計（A） 124,258 127,302 102% 133,173 132,972 100% -8,915 -5,670 -3,100
収１ 受託研修（生活支援、県民研修） 16,000 12,670 79% 13,510 9,953 74% 2,490 2,717 1,556

収２ 高齢者・認知症疑似体験 14,700 5,637 38% 9,030 7,088 78% 5,670 -1,451 8,734

収３ 料理教室等 1,400 606 43% 1,395 9 1% 5 597 -500

収益事業合計（B） 32,100 18,913 59% 23,935 17,050 71% 8,165 1,863 9,789 
公益事業・収益事業

（A ＋ B）合計 156,358 146,215 94% 157,108 150,022 95% -750 -3,807 6,689 

共
通

会費収入・雑収益 9,800 10,923 111% 0 0 0% 9,800 10,923 14,024 

管理費・組織運営費 0 0 0% 9,050 7,518 83% -9,050 -7,518 -7,394 

共通（法人会計）合計 9,800 10,923 111% 9,050 7,518 83% 750 3,405 6,630 
公益法人合計 166,158 157,137 95% 166,158 157,540 95% 0 -403 13,319 
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6

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
等
、
地
域
共
生
社
会

の
た
め
の
活
動
の
担
い
手
育
成
」
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。
地
域
共
生
社
会
を
つ
く
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
普
及
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、

日
本
財
団
の
助
成
事
業
と
な
り
ま
す
。

２
０
１
３
、２
０
１
４
年
度
の
福
祉
医
療
機

構
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）
に
よ
る
助
成
事
業
「
全
国
的
・

広
域
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
支
援
事
業
」
以
来

と
な
る
大
規
模
な
助
成
事
業
で
す
。
講
演
会
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
を
実
施
し
、
成
果
物

と
し
て
サ
ブ
テ
キ
ス
ト
も
作
成
し
ま
す
。

「
地
域
共
生
社
会
」
と
は
、
国
が
掲
げ
て
い
る

社
会
保
障
政
策
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。
地
域
住
民

が
世
代
や
分
野
を
超
え
て
つ
な
が
り
、
地
域
を

共
に
作
っ
て
い
く
社
会
の
こ
と
で
す
。
本
事
業

で
も
、
多
様
性
を
重
ん
じ
て
誰
も
が
支
え
支
え

ら
れ
る
地
域
の
創
造
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
鮮
明
に
な
っ
た
生
き
が
い
の
場

の
喪
失
、
社
会
か
ら
の
孤
立
と
い
っ
た
負
の
連

鎖
か
ら
、
Ｗ
Ａ
Ｃ
が
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
生

き
が
い
作
り
、
活
躍
の
場
の
創
出
に
つ
い
て
考

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
場
は
、
仙
台
市
と
京
都
市
で
す
。
東
北
と

近
畿
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
、
両
市
の
Ｗ

Ａ
Ｃ
ポ
イ
ン
ト
と
と
も
に
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
Ｗ
Ａ
Ｃ
は
東
日
本
大
震
災
後
、
被
災

地
支
援
と
し
て
気
仙
沼
、
南
三
陸
、
石
巻
の
被

災
地
訪
問
と
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
学

習
会
を
行
い
ま
し
た
が
、
当
時
、
お
世
話
に
な

っ
た
Ｃ
Ｌ
Ｃ
（
全
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
サ

私
が
い
る
部
屋
の
隣
の
部
屋
か
ら
楽
し
そ
う

な
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
介
護
予
防
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
特
別
レ
ッ
ス
ン
で
す
。

ト
レ
ー
ナ
ー
の
面
白
い
掛
け
声
「
グ
ー
・
チ

ョ
キ
・
パ
ー
」、「
ト
ン
・
ト
ン
・
ト
ン
」。
そ

し
て
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
の
曲
が
流
れ
始
め
、
部
屋

は
甲
高
い
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

笑
い
声
が
気
に
な
り
部
屋
を
の
ぞ
く
と
、
10

人
ほ
ど
の
受
講
生
が
椅
子
な
ど
を
使
っ
た
筋
ト

レ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
度
は
ホ
ー
ル
で
の
開
催
で
し
た
が
、
感
染
症

防
止
で
利
用
制
限
し
て
い
た
社
交
ダ
ン
ス
を
４

月
に
再
開
し
た
た
め
、
場
所
を
変
更
し
、
回
数

を
増
や
し
て
工
夫
を
凝
ら
し
た
レ
ッ
ス
ン
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
度
の
利
用
者
は
８
万
９
５
６
２

人
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
前
の
利
用
者
数
に
は
程
遠

い
で
す
が
少
し
ず
つ
利
用
者
が
戻
っ
て
き
て
い

ま
す
。
22
年
度
の
第
１
四
半
期
の
利
用
者
は
、

前
年
を
上
回
る
３
万
２
９
８
３
人
と
な
り
、
年

間
10
万
人
を
超
え
る
ペ
ー
ス
で
推
移
し
て
い
ま

す
。組

織
体
制
も
４
月
に
介
護
実
習
セ
ン
タ
ー
と

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
新
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

が
就
任
し
ま
し
た
。
４
カ
月
経
過
し
、
部
内
の

新
体
制
構
築
も
ほ
ぼ
完
了
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
が
組
織
と
し
て
本
領
発
揮
で
す
。

８
月
に
は
、
各
部
署
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
を
皮
切
り
に「
み
ん
な
の
絵
画
作
品
展
」

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）
さ
ん
に
今
回
も
協
力
し
て

頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
地
域
共
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
す
す
め
」
と
題

し
た
講
演
会
を
、
仙
台
市
で
９
月
25
日
に
、
京

都
市
で
10
月
２
日
に
行
い
ま
す
。
と
も
に
日
曜

の
午
後
で
す
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は

地
域
共
生
社
会
の
活
動
に
つ
い
て
、
地
元
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
て
活
動
し
て
い
る
団

体
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
す
。

気
候
の
良
い
頃
で
す
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に

仙
台
と
京
都
へ
お
出
か
け
な
さ
い
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
同
封
の
チ
ラ
シ
ま
た
は
Ｗ
Ａ
Ｃ
の
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
講
演
会
は
オ
ン
デ

マ
ン
ド
配
信
も
し
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
本
部
事
務
局
新
人
の
久
保
田
も

事
業
担
当
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
何
で

も
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
事
務
局
長
・
常
務
理
事
／
小
林
里
美
）

を
開
催
し
ま
す
。
作
品
テ
ー
マ
は
希
望
・
夢
・

未
来
。
応
募
作
品
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
し
ま

す
。続

い
て
、
介
護
実
習
セ
ン
タ
ー
が
一
般
県
民

講
座
と
し
て
「
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
教
室
」
を
開
催

し
ま
す
。
ボ
ッ
チ
ャ
は
、
障
が
い
の
あ
る
な
し

に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
が
一
緒
に
楽
し

め
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
正
式
種
目
で
も
あ
り
ま

す
。
現
在
、
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
参
加
も
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
最
終
週
に
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
で
、「
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
体
力
測
定
」
と

銘
打
ち
体
組
成
測
定
と
体
力
測
定
を
行
い
ま
す
。

利
用
登
録
会
員
の
皆
さ
ま
の
日
頃
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
成
果
の
確
認
で
す
。
ご
希
望
の
方
へ
は

結
果
説
明
を
行
う
な
ど
定
員
１
０
０
人
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
８
月
は
、
こ
の
よ

う
に
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

（
統
括
責
任
者
・
常
務
理
事
／
小
町
純一）

仙
台
と
京
都
で
９
~
12
月
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
習

地
域
共
生
社
会
の
担
い
手
を
育
成

利
用
者
戻
り
、年
間
10
万
人
超
の
ペ
ー
ス
に

千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

主主
要要
事事
業業
のの
報報
告告
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7

講
座
で
は
、
カ
フ
ェ
運
営
者
に
体
験
談
を
伺

い
、
数
カ
所
の
カ
フ
ェ
を
見
学
し
ま
す
。
税
理

士
の
店
舗
づ
く
り
や
収
支
計
画
の
話
を
聞
い
た

後
で
、
参
加
者
が
事
業
計
画
を
作
成
。
そ
れ
を

発
表
し
、
開
設
意
欲
を
高
め
て
も
ら
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
度
の
開
催
地
は
、
千
葉
県
と
埼

玉
県
で
す
。

５
～
８
月
に
全
10
回
で
実
施
し
た
千
葉
講
座

は
、
我
孫
子
市
の
千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
か
ら
千
葉
・
市
川
両
市
に
出
張
し
て
、
一
般

県
民
研
修
と
し
て
行
い
ま
し
た
。
14
年
度
か
ら

続
い
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
「
オ
ン

ラ
イ
ン
で
も
実
施
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
要
望

に
応
え
、
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
二
本
立
て
で

行
い
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
録
画
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配

東
京
都
品
川
区
か
ら
の
介
護
予
防
の
委
託
事

業
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止
し
て
き
ま
し
た

が
、
４
月
か
ら
３
年
ぶ
り
に
再
開
し
ま
し
た
。

「
シ
ニ
ア
の
た
め
の
男
の
手
料
理
教
室
」、「
外

出
習
慣
化
事
業
」、「
わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
」

の
３
つ
で
す
。

再
開
と
は
言
え
、
感
染
予
防
の
た
め
変
則
的

な
内
容
に
な
り
ま
し
た
。
料
理
教
室
な
の
に
、

料
理
は
作
ら
な
い
、
食
べ
な
い
、
お
し
ゃ
べ
り

は
し
な
い
、
時
間
は
短
く
な
ど
と
決
め
ま
し
た
。

応
募
者
が
集
ま
る
か
心
配
で
し
た
が
、
募
集

開
始
日
か
ら
多
く
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

定
員
を
半
数
に
減
ら
し
、
初
め
て
の
応
募
者
を

優
先
し
た
の
で
、
参
加
で
き
な
い
方
が
出
て
し

ま
い
ま
し
た
。

本
来
な
ら
実
際
に
調
理
を
す
る
「
シ
ニ
ア
の

た
め
の
男
の
手
料
理
教
室
」
と
「
わ
く
わ
く
ク

ッ
キ
ン
グ
」
は
、
講
師
だ
け
が
調
理
を
手
掛
け
、

見
て
い
た
参
加
者
は
食
材
と
レ
シ
ピ
を
持
ち
帰

り
、
自
宅
で
作
り
ま
す
。

調
味
料
な
ど
２
年
前
の
も
の
は
す
べ
て
廃
棄

し
、
新
品
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。
物
価
高
も
あ
り
、

食
材
な
ど
は
予
算
の
中
で
講
師
と
相
談
し
な
が

ら
献
立
を
考
え
て
い
ま
す
。

９
月
か
ら
は
、
会
場
で
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置

す
れ
ば
、
食
事
を
摂
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
、

少
し
ず
つ
通
常
の
料
理
教
室
に
戻
っ
て
い
け
そ

う
で
す
。

ま
た
、
東
京
都
新
宿
区
か
ら
、
家
族
介
護
者

等
支
援
事
業
と
し
て
家
族
介
護
講
演
会
と
家
族

信
も
し
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を
、
私
一
人
だ
け
で
運
営

す
る
の
は
大
変
な
の
で
、
最
初
の
２
回
は
我
孫

子
か
ら
別
の
職
員
に
応
援
に
来
て
も
ら
い
ま
し

た
。
講
師
が
持
ち
込
む
パ
ソ
コ
ン
や
ス
ピ
ー
カ

ー
マ
イ
ク
の
環
境
が
異
な
り
、
音
の
調
整
に
苦

労
し
ま
し
た
が
、
一
人
で
こ
な
し
ま
し
た
。

お
か
げ
で
、
茨
城
・
神
奈
川
・
石
川
・
大
阪
・

愛
媛
の
各
府
県
も
含
む
50
人
以
上
の
参
加
登
録

が
あ
り
、
毎
回
、
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
20
人

以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

埼
玉
県
は
、
公
益
財
団
法
人
い
き
い
き
埼
玉

が
主
催
す
る
講
座
に
運
営
協
力
し
、
埼
玉
県
県

民
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
（
伊
奈
町
）
を
主
会
場

に
し
て
、
10
月
か
ら
全
15
回
で
行
い
ま
す
。

こ
ち
ら
の
目
玉
は
、
コ
ー
ヒ
ー
の
焙
煎
教
室

で
す
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
昨
年
度
の
府
中
講

座
の
お
試
し
カ
フ
ェ
で
、
受
講
生
が
自
宅
で
焙

煎
し
た
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
て
提
供
し
た
と
こ
ろ
、

来
店
客
に
好
評
だ
っ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
３

年
前
の
千
葉
講
座
の
受
講
生
に
、
東
京
で
焙
煎

店
を
経
営
し
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
を
思
い
出

し
、
講
師
に
起
用
し
ま
す
。

私
も
焙
煎
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
そ

れ
ほ
ど
難
し
く
は
な
い
で
す
。
受
講
生
に
も
や

り
方
を
知
っ
て
も
ら
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ

ェ
を
開
業
し
た
時
に
は
自
家
焙
煎
し
た
コ
ー
ヒ

ー
を
提
供
し
て
、
カ
フ
ェ
の
売
り
物
と
し
て
も

ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
事
業
担
当
／
昆
布
山
良
則
）

会
応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
委
託
を
受

け
ま
し
た
。

７
月
27
日
に
家
族
介
護
に
関
わ
っ
て
い
る
区

民
が
参
加
し
、
家
族
介
護
経
験
が
あ
る
フ
リ
ー

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
町ま
ち
亞あ

聖せ
い
さ
ん
の
講
演
会
を
開

き
ま
し
た
。「
18
歳
か
ら
の
10
年
介
護
」と
題
し
、

母
親
を
介
護
し
て
き
た
中
で
様
々
な
喜
怒
哀
楽

や
介
護
者
の
心
と
体
の
健
康
な
ど
に
つ
い
て
話

さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
講
師
の
話
を
う
な
ず
き
な
が
ら

聞
い
て
い
ま
し
た
。
悩
ん
で
い
た
り
、
落
ち
込

ん
で
い
た
り
の
マ
イ
ナ
ス
の
気
持
ち
が
少
し
は

楽
に
な
り
、
家
族
介
護
で
疲
れ
た
体
と
心
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

９
月
か
ら
は
家
族
会
応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
を
始
め
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心

や
興
味
の
あ
る
新
宿
区
民
を
対
象
に
２
日
間
の

講
座
で
す
。

（
常
務
理
事
・
収
益
事
業
担
当
／
平
野
陽
子
）

苦
労
し
な
が
ら
再
開
し
た
料
理
教
室

品
川
区
と
新
宿
区
か
ら
の
委
託
事
業

千
葉
は
会
場
＋
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、埼
玉
は
コ
ー
ヒ
ー
の
焙
煎
教
室
も

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
開
設
講
座市川市の「おもちゃ図書館カフェサンタ」を見学（千葉講座）

7 月 15 日の品川介護福祉専門学校での
「男の手料理教室」
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8※ネットワークセンター名・ポイント名　代表者名（敬称略）
※〶郵便番号　☎電話番号　 FAX番号 Eメールアドレス　 ホームページ　 Facebook　 Twitter

北海道 
わっく室蘭 鈴木 健生
〶 050-0072　室蘭市高砂町1-10-17
☎ 0143-45-2034　 wacmuro@oregano.ocn.ne.jp
「さあ、出てきませんか？」の呼びかけから始まり、今年度で３１年目を迎える
ことができた。ボランティア活動、会員の交流行事は現在休止中だが、『わっく
室蘭だより』の隔月発行により情報発信を行いながら、有償ボランティアのヘル
パー派遣事業からスタートした介護保険、障害福祉サービス事業を中心に高齢
者、障がい者の在宅介護支援を行っている。

ワックさっぽろ 谷口 信子
〶 047-0021　小樽市入船2-11-19　さかえ荘
☎ 080-3636-7664
スウェーデン体操とデンマーク体操を融合した「はまなす体操」の普及活動を
行っている。寝たきり老人にならないように「はまなす体操」をしましょう。

東北
WAC東北ネットワークセンター 金子 賢二
〶 983-0852　宮城県仙台市宮城野区榴岡3-2-5
 サンライズ仙台2階 LSC内
☎090-2845-8901　 kaneko111@hotmail.co.jp
新しいWACポイントの立ち上げを目指す。有志で毎月1回読書会を行い、毎
回10人前後が参加している。今年度は、日本財団助成事業「コミュニティカフ
ェ等、地域共生社会のための活動の担い手育成」の仙台会場分をWAC本部と
連携して開催する。

WAC翻訳・通訳サービス 金子 賢二
〶 983-0852　宮城県仙台市宮城野区榴岡3-2-5
 サンライズ仙台2階 LSC内
☎ 090-2845-8901　 kaneko111@hotmail.co.jp
翻訳・通訳サービスを通して、社会への貢献を旗印に活動。有償ボランティア
としての翻訳・通訳サービスの仕事を獲得するとともに、無償ボランティアワー
クも行う。コロナ禍で活動が停止中。

終活麻雀WAC仙台阿佐田哲也の会 村山  健太郎
〶 984-0823　宮城県仙台市若林区遠見塚2-18-27　有限会社山宝社内
☎ 090-1377-3188　  022-765-2491
「アカザ令和地蔵の杖、手作り教室」を泉区松森農園で始めた。高さ3mにも
なるアカザという一年草を使って、仙人や七福神が持っていたといわれる縁起
のいい杖を作っている。また、松森農園シルバー友の会を設立し、会員募集中。
660haの畑をみんなで楽しく耕して、子供たちに芋掘りなどの土いじりを楽し
んでもらいたい。終活麻雀は、コロナ禍でも月1回（第4日曜日）、仙台市一
番町の藤ホールで行っている。

WAC仙台竹細工趣味の会 庄子 末松
〶 982-0011　宮城県仙台市太白区長町1-7-28-1203
☎ 022-248-5958　 s-take1203@wa3.so-net.ne.jp
原則、第2・第4火曜日に昔懐かしい竹工芸品の作製を通して、会員相互、あ
るいは地域社会との交流を図り、長寿社会をエンジョイすることを目的に活動し
ている。作製用の材料は、仙台七夕まつりで使った竹をリサイクルしている。

WACまごころサービスみやぎ 横濱 敬子
〶 980-0011　宮城県仙台市青葉区上杉1-16-4　センチュリー青葉601
☎ 022-215-4353　 waccare@gol.com

活動を始めて 29 年になり
ます。スタッフ仲間たちは
老化していくばかりで…。フ
レッシュな人材を募集中で
す。唯一それにこたえてく
れそうなのは、WACまご
ころ保育園の園児たちです。

関東
WACとちぎ 高村 和夫
〶 320-0828　栃木県宇都宮市花房本町5-5　有限会社タスコ2階
☎ 028-637-2488　 info@kenkouma-t.com
 http://kenkouma-t.com/

コロナ禍で活動を中断しな
がら、健康マージャンの集
まりは月に１～２回、自治
体委託の健康マージャン教
室は再開されていません。
コロナ前の従来の活動を望
んでいます。希望であった
「ねんりんピック」も２年間
開催されていません。今年
度の神奈川大会が開催され
るよう期待しています。

WACぐんま 後藤 満里子
〶 378-0061　群馬県沼田市岡谷町1077-2
☎ 0278-22-0705　 oze-info@oze-nadeshiko.com
 https://npoozenadeshiko.wixsite.com/website/
例年、年6回ずつ、偶数月には3A方式認知症予防ゲーム、奇数月には手芸教
室やふまねっと運動を茶のみ処「なでしこ」で行っていたが、昨年度は新型コ
ロナウイルス感染拡大防止のため、すべての活動を中止した。

WAC浦和　ケア・ハンズ 大麻 みゆき
〶 330-0073　埼玉県さいたま市浦和区元町2-5-1　アーバン元町102
☎ 048-813-1006　 c9a9r5e@nifty.com
 https://carehands1995.jimdofree.com/
介護保険枠外でのホーム・ヘルプサービスを実施している。また、高齢者、障
害者への理解、啓発活動として高齢者疑似体験「つくし君」を市内小学校には
無償で利用してもらっているが、コロナ禍のため昨年は中止となった。

WAC千葉 川原 健一
〶 260-0013　千葉県千葉市中央区中央1-10-10-406
☎ 043-225-4224　 info@f-angel.jp
地域における介護相談や関連事業の紹介などを実施している。

一覧
全
国
の
全
国
のWACポイント一覧ポイントポイントポイントポイントポイント一覧一覧一覧一覧一覧ポイントポイントポイント一覧一覧一覧一覧一覧

36
地域で交流し、助け合う活動が広がる

活動内容は、コロナウイルス感染防止のため、中止・変更となっている場合があります

宮城県庁正面玄関前に集まった WAC まごころ保育園
の園児たち

コロナ禍前に開かれていた健康マージャン教室では、
指導者が 4 人 1 組の卓で実践プレーでの牌の組み合
わせなどを指導していた。
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千葉ケア企業組合 町野 美和
〶 261-0011　千葉県千葉市美浜区真砂1-10-18
☎ 043-278-9298　 machinomiwa@bi-10.net
介護保険事業として居宅介護支援、地域密着型通所介護、訪問介護を実施して
いる。助け合い活動として、通院介助や薬受け取り代行、配食・洗濯サービス
などを行っている。介護予防のための健康麻雀はコロナ禍で、まだ再開できな
いでいる。

ふれあいネットまつど 嶋田 直美
〶 270-2251　千葉県松戸市金ケ作99-6
 NPO法人たすけあいの会ふれあいネットまつど
☎ 047-710-7450　 fnm2011@r4.dion.ne.jp
 https://fnm2011.okoshi-yasu.com/
 https://www.facebook.com/fnm2011
 https://twitter.com/fnmabc
元気高齢者のための生活支援ボランティア研修会で、受講生に高齢者疑似体験
「うらしま太郎」を装着し、生活のしづらさ、不便さを学んでもらっている。

ふれあい大網 佐藤 廣子
〶 299-3263　千葉県大網白里市柳橋736-13
☎ 0475-72-5022　 fureais@wine.plala.or.jp
 http://www.fureais.co.jp/
高齢者疑似体験「うらしま太郎」のほか、居宅介護支援事業、訪問介護事業、
サービス付き高齢者住宅の運営、介護職員の初任者研修・実務者研修等を行っ
ている。

みんなとロボットコミュニティ 中原 晃治
〶 105-0004　東京都港区新橋5-4-2-1102
☎ 03-5401-7637　 cozy08035495230@softbank.ne.jp
 https://www.facebook.com/groups/348866229077951/
多様な世代の誰もが生涯を通じて「健康長寿で心豊かに生き活きと学習できる
自主活動グループ」として、さまざまな社会参加を率先垂範。科学技術振興機構
「戦略的創出推進プログラム：高齢者の記憶と認知機能低下に対する生活支援
ロボットシステムの開発」における社会実証に参加した。大切な情報を知らせ
てくれるロボット「あんしんクラウド」に関わった。現在、活動休止中。

渋谷介護サポートセンター 服部 万里子
〶 150-0046　東京都渋谷区松濤1-1-3　松濤栄光ビル4階
☎ 03-3469-4361　 npo@shibuyakaigo.com
 http://www.shibuyakaigo.com/

コロナ禍前は渋谷区の小学校、中学校、高校などで高齢者疑似対面セミナーを
行いましたが、この２年半は皆無です。年に１回の渋谷区を挙げての福祉祭り「せ
せらぎまつり」でも、毎年屋外に体験ブースを設け、小学生から親子、福祉関
係者などに高齢者疑似体験をしていただき、楽しく学ぶ機会がありましたが３年
中止です。現状は渋谷地域のケアマネジメントをケアマネジャー７人でしていま
す。あらゆる介護相談も受けています。ケアマネジャーを目指す人の実習受け
入れ、毎月の介護福祉関係研修会も主催しています。

WACさしすせそ 藤井 多津子
〶 145-0065　東京都大田区東雪谷4-6-8
☎ 03-3728-6540　 jijiwakuroneko@yahoo.co.jp
品川区高齢者介護予防事業をWAC本部と協働して、「男の料理教室」（2カ所）、
「わくわくクッキング」、外出習慣化促進「食事処」の３事業を行っている。昨
年度は新型コロナ禍のため、すべて中止となった。今年度は感染予防のため試
食を外すなど制限付きだが、４月から３事業とも行っている。

WAC認知症改善相談センター 鷹野 義量
〶 160-0011　東京都新宿区若葉1-22-16　四谷ASTY207号室（担当：
石川裕子）

☎ 03-6380-5205　 03-6380-5549
shinshintokyo2018@gmail.com

今年、急逝した小川眞誠氏（WAC理事）は、30年前から認知症の改善実践プ
ログラムの普及を図ってきた。遺志を継ぎ、脳卒中後遺症のリハビリテーション、
障害者の身体機能、知的・精神症状の改善を目的に活動している。2021年 1
月からは、発達障害児の身体・知的・精神の改善に着手。成果が上がると確信
している。アフターコロナ時代に必要な運動療法として、三世代を対象に普及
推進する。

WAC介護福祉サポートセンター 塚本 肇
〶 230-0074　神奈川県横浜市鶴見区北寺尾2-13-18
☎ 090-1769-5602　 tsukamoto.h.0721@gmail.com
介護関係事業を行っている。

WACプライム・ケア・トレーニング（WAC P.C.T） 前田 宏興
〶 241-0836　神奈川県横浜市旭区万騎が原29
 横濱万騎が原行政書士事務所内
☎ 045-391-3501　 gonatuo@gmail.com
各メンバーが独自の活動（成年後見活動、外国人留学生の支援）を行っている。

Ribinet（福祉理美容師ネットワーク） 戸塚 貴博
〶 216-0026　神奈川県川崎市宮前区初山1-38-3
☎ 044-976-9995　 houmonribiyou@gmail.com
 https://ribinet.com/
 https://www.facebook.com/ribinetwork
 https://twitter.com/ribi_net
昨年は、新型コロナウイルス感染防止のため活動に制限があったが、訪問理美
容は利用者さんと技術者で感染予防を徹底して行った。研修やボランティアカッ
トの活動はできなかったが、利用者さんとはつながっていきたいと思う。

中部
WAC輝き 西脇 恵
〶 921-8015　石川県金沢市東力1-153
☎ 076-256-3641　 wac-2097@kanazawa-net.ne.jp
https://www.wackagayaki.org/

福祉有償運送で会員の方を送迎し、「安く安全に送迎してもらっている」と喜ん
でもらっている。ただ、コロナが長引き、利用が半減してしまい、会員も減って
しまった。

Garage Cafe ホッとスペースMyu 三浦 冨貴子
〶 400-1515　山梨県中央市高部1785
☎ 090-5546-5100　 cij.kofu@tomato.plala.or.jp
健康維持・増進のための「こころと体のセルフケア」として、百歳体操・キャ
パシタこころと体のセルフケア体操を行っている。居場所機能として、憩いの場
「絵本Cafe」で茶話会、傾聴、読書スペース開放等を行っている。

WAC清水さわやかサービス 松本 利枝
〶 424-0929　静岡県静岡市清水区日立町24-17
☎ 054-336-8844　 wacshimizu@sepia.ocn.ne.jp
 http://wac-shimizu.com/
 https://www.facebook.com/wacshimizu/

介護保険事業の居宅・地域密着型通
所介護（自立支援型デイサービス・
はたらくデイサービス）に加え、さ
わやかサポート（生活支援・配食サ
ービス）や居住支援等、昨年同様の
忍耐と工夫の活動を実施しています。
今後も時代のニーズに合わせたサー
ビスを提供していきます。

一覧
全
国
の
全
国
のWACポイント一覧

36
地域で交流し、助け合う活動が広がる

活動内容は、コロナウイルス感染防止のため、中止・変更となっている場合があります

七夕飾りの前で写真に納まるデイサービス
まさごの利用者たち

町内会の防災訓練にデイサービスまさごの
利用者とともに参加

はたらくデイサービスで洗車の作業
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ながの健康麻雀サロン 宮下 文夫
〶 381-0055　長野県長野市屋敷田396-14
☎ 090-3145-7700
毎週水・金・土曜日の10～ 17時に定期的に開催していたが、コロナ禍の現
在は休止している。再開を目指している。

憩いの広場 森田 忠男
〶 453-0834　愛知県名古屋市中村区豊国通3-17　サンメイトビル3階
☎ 052-411-7987　 tmorita@sunmate.co.jp
健康マージャンは毎週火・木・土曜日の10～ 17時に開催し、シニアに憩い
の場所を提供している。コロナ禍において参加者が減少したので、宣伝に力を
入れた。多少は戻ってきている。

WAC介護ふじ 佐橋 満智子
〶 454-0921　愛知県名古屋市中川区中郷3-337
☎ 052-354-1274　 052-351-5002
地域密着型で介護保険制度施行前から「あったか介護」で暮らしのサポートに
務めてきた。介護保険制度では、訪問介護、予防専門型訪問サービス、生活支
援型訪問サービス等を実施している。

近畿
WAC近畿ネットワークセンター 高倉 幸次
〶 525-0055　滋賀県草津市野路町171-8
☎ 077-562-5357　 koushou@hera.eonet.ne.jp
今年度は、日本財団助成事業「コミュニティカフェ等、地域共生社会のための
活動の担い手育成」の京都会場分をWAC本部と連携して開催する。WACさ
くらんぼ京都と協働で行う予定。

ほっとケアまほろば 高倉 幸次
〶 525-0055　滋賀県草津市野路町171-8
☎ 077-562-5357　 koushou@hera.eonet.ne.jp
認知症予防健康マージャンと認知症予防サロンを月 2回、草津コミュニティ
支援センターで開催していたが、昨年はコロナ禍でほとんど活動できなかった。
今年は古社寺巡礼など、外へ出る活動を再開している。

WACさくらんぼ京都 石田 淑子
〶 615-8241　京都府京都市西京区御陵谷町17-12
☎ 075-392-0443　 nql28521@nifty.com
おひとり様の生活について、会員外の人達と話しをしたい。現在、コロナ禍の
ため皆さんにお声がけできずにいる。今年はWAC主催の講演会「地域共生ボ
ランティアのすすめ」京都会場の運営をお手伝いします。

ひょうごWAC 入鹿山 松子
〶 651-2121　兵庫県神戸市西区水谷1-17-22
 w_hyogo0126@yahoo.co.jp

活動休止中

WACわかやま 松本 美香
〶 641-0051　和歌山県和歌山市西高松1-1-26 A・Tビル3階
☎ 073-435-4555　 wacwakayama@gmail.com
 https://wacwakayama.wixsite.com/wacwak
和歌山市の小学校での高齢者疑似体験「つくし君」のほか、月1回の託児グル
ープ「ポピンズ」の活動、和歌山市および周辺でサポートを必要とする和歌山
県民の生活支援、保育サポーター養成講座の開催、託児ルームの開設、保育者
派遣のコーディネート等を行っている。

中国・四国
WAC中国ネットワークセンター 茶山 ちえ子
〶 734-0015　広島県広島市南区宇品御幸3-16-19　茶山ビル1階
☎ 082-256-8788　 chikochan@tkcnf.or.jp
会員がお互いに助け合いながら、楽しく活動に参加できるように支援に努めて
いる。安心して参加いただけるように、ネットワークセンター独自でも保険に加
入している。

WAC広島ふれあいセンター 茶山 ちえ子
〶 734-0015　広島県広島市南区宇品御幸3-16-19　茶山ビル1階
☎ 082-256-8788　 chikochan@tkcnf.or.jp
新型コロナウイルス感染症の感染防止には、日頃から高い意識を持って訪問介護
（介護保険、枠外）を継続しています。いつまでこの状態が続くかと思うと不
安ですが、できるだけ頑張りたいと思っています。

WACひろしま健康麻雀サロン 中村 純朗
〶 733-0852　広島県広島市西区鈴が峰町43-6-602
☎ 080-3894-8124
毎週水・金曜日、毎月第 3月曜日の 10～ 16時に健康マージャンを開催し
ている。開催中は「耳石」の機能保持のため、1時間ごとに軽運動を行ってい
る。緊急事態宣言等により参加者が激減したまま、前途多難な状態が続いている。
ただし、灯は絶対に消さない！と頑張っている。

WACわをん 重松 美穗
〶 794-0056　愛媛県今治市南日吉町2-2-38
☎ 0898-25-3226　 wawon@estate.ocn.ne.jp
 http://wawon-imabari.jp/
https://www.facebook.com/NPO法人-わをん-852093854944865/

コロナの感染予防のため、「心の交通バリアフリー研修」はオンライン研修に変
更して実施した。事業内容の一つである「介護者支援事業」に重きを置き、今
治市の銀座商店街の中に交流スペース「mi Aire（ミ・アイレ）」を2019年
に開設。研修・カラーセラピー・介護相談などで市民が気軽に立ち寄れるよう
活動している。

心身機能活性療法をスタッフで実施 中学校で認知症疑似体験とヤングケアラーに
ついての講座を行った。

京都・貴船の川床で会食

京都・鞍馬寺の多宝塔前で
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『ふれあいねっと』は、個人会
員725人（うち個人正会員 98
人）のほか、以下の法人・団体
のご協力により、発行していま
す。

あいおいニッセイ同和損害保険㈱／Nウェ
アラブル環境情報ネット推進機構／（一財）高
齢者住宅財団／（公財）さわやか福祉財団／
NSSSネットワーク／（公財）テクノエイド協会
／N東京山の手まごころサービス／東友会関
東支部／トッパン・フォームズ㈱／（一社）日本
産業カウンセラー協会／N日本心身機能活性
療法指導士会／（一社）日本青少年育成協会／
久光製薬㈱／Nりすシステム／YKK AP㈱
※五十音順。㈱＝株式会社、㈲＝有限会社、（一
財）＝一般財団法人、（公財）＝公益財団法人、（一
社）＝一般社団法人、（公社）＝公益社団法人、㈻
＝学校法人、N＝NPO法人

あなたの暮らしをもっと豊かに、生き生きと

公益社団法人長寿社会文化協会 へ入会しませんか！
WACはWonderful Aging Clubの略
楽しく年を重ねていきましょう！
個人賛助会員の年会費は3,000円、会員誌『ふれあいねっと』が届きます
（個人正会員の年会費は、10,000円）

●WAC会員の特典●
会員が安心してWACの活動に取り組めるよう、会員補償制度を設けています。

●ご入会およびお問合せ●
〠105-0011 東京都港区芝公園2-6-8 日本女子会館1階　公益社団法人長寿社会文化協会
03-5405-1501㈹

●年会費のお振込先●
ゆうちょ銀行振替口座　00150-1-33737　公益社団法人長寿社会文化協会

表紙の写真は：
右上隅●千葉県福祉ふれあいプラザ 介護予
防トレーニングセンターのトレーナーと看護
師の皆さん
右側の上から●コロナ禍でも再開した男の手
料理教室（P7の品川区委託事業）●家族介
護講演会で話をする町亞聖さん（P7の新宿
区委託事業）
左側の上から●千葉市稲毛区の「おりーぶ
ねっくすと」を見学（P7のコミュニティカフ
ェ開設講座）● 6月 23 日に開かれたWAC
定時総会の出席者（P3～ 5）●コロナ禍前
に開かれていた健康マージャン教室（P8 の
WACとちぎ）●千葉市中央区の「西千葉ア
トリエカフェ ぴりーぶ」を見学（P7のコミュ
ニティカフェ開設講座）

WAC本部事務局の新人職員を紹介します。
コミュニティカフェ事業を担当する久保田宏美さん（写真右）と福祉サービス第三者

評価事業を担当する若林麻衣さん（写真左）です。
久保田さんは、ボランティア支援の日本財団助成事業で、東北と近畿のネットワーク

センターがリモート参加した会議の運営をはじめ講師依頼、チラシ作成、後援申請など、
新人とは思えない活躍ぶりです。
「うらしま」のインストラクターとしても台東区内小学校への出張や研修事業のサポー
トも手掛け、WAC全体の事業への理解も深まっています。
若林さんは本部事務局一番の若手で、アートを活用した居場所づくりを主催するなど

多彩な才能の持ち主です。
WACの第三者評価事業は、高齢者・障害者・子ども家庭と多様な福祉サービスを対象

としています。東京都は評価事業者に多様性への理解を求めてきています。その多様性
が事業の理解を難しくさせている面があります。若林さんは、若く柔軟で冷静な思考力
でそのバランスを取られているように感じます。

二人とも今年 4月に入職したばか
りですが、既に各事業関連のWAC
会員さんから慕われているようです。
WACの顔になる日も遠くないような
気がします。
 （事務局長・常務理事／小林里美）

ニューフェイス紹介
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ご注文
お送り先の郵便番号、住所、電話番号、氏名、希望の号、冊数を下記までお知らせください。

●E-mail：iken@wac.or.jp　● FAX：03-5405-1502　●TEL：03-5405-1501
公益社団法人長寿社会文化協会

「ふれあいねっと」バックナンバーのご案内
1冊400円、かわら版は1部100円（いずれも税込）＋送料（メール便）でお分けします。代金後払い（郵便為替・銀行振込、
手数料お客様負担）です。
在庫がなくなり次第販売終了となりますので、あらかじめご了承ください。

・ 認知症啓発イベント「長谷川和夫先生
が伝えたかったこと」
 ──長谷川和夫WAC元会長の
 「認知症ケア」講演記録を視聴
・ 「認知症当事者に向き合う先生」
 看護師・五島シズさん
・ 「働く認知症デイ」に取り組む
 ＷＡＣさわやか清水
・ オンラインで高齢者疑似体験の研修
・ 「チームオレンジ」の参加者へ研修

2022年3月号（No.284）
・ Message
 WAC勤続22年を迎えて
・ 成年後見制度
 コミュニティカフェを
 市民後見の活動拠点に
・ 主要事業の報告
 コミュニティカフェ講座は対面で開講
 22 年 3月で幕の「みなと＊しごと
55」

・ ふれプラの利用者は例年の半数に
・ 神聖な会場で国旗の受け渡し
・ 「編集長の眼」No.12

2021年12月号（No.283）

・ Message（升田忠昭 理事長）
 生涯現役社会の実現に向けて
 理事長3期目の抱負
・ WAC定時総会
 コロナ禍でも1331万円の黒字
 事業収入は1790万円の減
・ 理事会
 5人の業務執行理事を決定
・ 主要事業の報告
 千葉市、埼玉県伊奈町、
 東京都府中市で
 コミュニティカフェ開設講座
・ 全国のWACポイント一覧
・ Ribinet（福祉理美容師ネットワーク）
が毛髪の寄付を受付中！！

2021年8月号（No.282）
・ コロナ禍における訪問介護サービス
・ インタビュー「聞こえの保障」の
 大切さ
・千葉県福祉ふれあいプラザから
　認知症―「症状」と「病気」の違い
・教えて！ 高齢社会Q＆A
　統合医療について
・コロナ禍での私の新生活
　～看護師の知識と経験を活かしながら
・第4代回会長の藤井威さんが逝去

2021年3月号・かわら版コロナ禍・医療特集号（No.281）

・ 令和元年房総半島台風からの
 コミュニティ活動
・ 身近な人を守る防災対策を学ぶ
・ 停電して、暑さと闘う
・ 千葉県福祉ふれあいプラザから
　体験の重要性～学びは知識＋体験＋
分かち合いによって深くなる
　認知症の人とのふれあいを仕事として
・ 教えて！ 高齢社会Ｑ＆Ａ
　在宅介護サービス
・ ふれあい広場

2020年3月号・かわら版災害特集号（No.279）
・ Message（升田忠昭 理事長）
 「WACのさらなる発展のために
 柔軟な発送で時代を先取りする」
・「死者」から学ぶ「普通の暮らし」
・ WAC定時総会
 書面決議方式で開催
 前年度収入は2億円超、
 564万円の黒字
・ 主要事業の報告
 各部門のコロナ対応
・ 全国のWACポイント一覧
 京極会長の著書紹介

2020年11月号（No.280）
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